
日田市は今年で70歳（日田市制70周年記念）

● 市制70周年を迎えて

● 平成22年日田市10大ニュース

.
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  昭和15年12月11日、日田町と三芳・高瀬・光岡・朝日・三花・西有田の１町

６か村が合併し、日田市が誕生しました。

  あれから70年。今号では、これまでの日田市の足跡をたどり、70周年を記念

して行われた行事を紹介します。
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  市制施行から70年、今日に至る輝かしい市勢の発展は、多くの先人の皆

様方のお陰であり、改めて深甚なる敬意を表しますとともに心から感謝申し

上げます。

 昭和20年、第３代日田市長である�瀬正雄氏は「文教さかんに、林工さ

かんに、観光さかんに」というキャッチフレーズで、まちづくりの方針を示

しました。その後の歴代市政では、この目指すべき指針が着実に推進され、

社会基盤の整備を始め、産業の発展、福祉・教育の充実が図られてきました。

  しかし近年、我々を取り巻く社会は、大きな転換期を迎えています。少子高齢化や地球環境問

題、そして世界的な大不況による経済の低迷など、社会情勢は厳しさを増しています。

  このような転換期である今こそ、産業を盛んにし、本市の財産である自然環境や歴史・文化を

守り育て、「水郷日田」「天領日田」「文教日田」の名にふさわしいまちづくりを目指していかな

ければならないと考えています。市民の皆さんとの協働によるまちづくりを基本に、多くの英知

を結集し、更なる日田市発展のため全力でまい進し、本市の将来都市像「人と自然が共生し、や

すらぎ・活気・笑顔に満ちた交流都市」の実現を目指していきたいと思います。

  今後とも、一層のご支援ご協力をお願いしますとともに、皆さんのご多幸を祈念し、あいさつ

といたします。

          

日田市長 佐 藤 陽 一  

    日田市制施行70周年を迎え、心からお慶び申し上げます。

  今、70年の歴史を顧みますと、戦後の混乱期、未曾有の大水害、経済の

高度成長、公共施設の充実、市民福祉の向上さらには平成の大合併等々、波

乱・激動の中を、時には非常な苦しみを味わい、時には前途に心を躍らせな

がら、着実に前進発展を続けてきました。また、歴史と文化の香り高い「天

領日田」「水郷日田」として大きく発展を遂げており、これらを世代から世

代へと伝え育んでいかなければなりません。

 しかし、 本市を取り巻く状況は時代と共に大きく変化し、地域主権改革、少子高齢化社会の

進展、高度情報化社会への対応、そして長引く我が国の経済の低迷等々、自治体を取り巻く内外

の社会経済環境は、いまだ厳しいものがあります。とりわけ、地方自治体は、自らの創意工夫に

よるまちづくりを、自己決定、自己責任の下、いかに英知と個性を出していくか、真の力量が問

われる時代となります。合併後５年が経過する中、地域の総合力の向上と豊かな地域資源を活用

し、独自の歴史・文化・産業などの個性を生かしたまちづくりをなお一層推進していくことが、

私たちに課せられた命題であります。

  今後とも、活力に満ちた日田市の創造に向けてまい進してまいりますとともに、日田市の限り

ない発展と、皆さんのご健勝を祈り、あいさつといたします。

          

日田市議会議長 杉 野 義 光  

み ぞ う
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昭
和

15
年

 
12
月
 
日
田
町
と
三
芳
・
高
瀬
・
光
岡

 
 
 
 
・
朝
日
・
三
花
・
西
有
田
の
１

町
６
か
村
が
合
併
し
、
日
田
市

が
誕
生

16
年

 

 
１
月
 
市
議
会
議
員
選
挙
︵
第
一
期
︶

 

 
３
月
 
初
代
市
長
に
首
藤
今
四
郎
氏
就
任

 

 
５
月
 
日
田
市
章
・
市
歌
を
制
定

20
年

  

３
月
 
第
二
代
市
長
に
伊
東
政
喜
氏
就
任

 

 
12
月
 
第
三
代
市
長
に
�
瀬
正
雄
氏
就
任

21
年

 

 
４
月
 
日
田
男
子
・
女
子
尋
常
高
等
小

学
校
を
廃
止
し
、
月
隈
・
日
隈

小
学
校
発
足

22
年

  

４
月
 
国
民
学
校
は
小
学
校
と
な
り
、

４
中
学
校
︵
東
・
西
・
南
・
北

部
︶
発
足

  

９
月
 
日
田
市
消
防
団
発
足

25
年

  

７
月
 
耶
馬
・
日
田
・
英
彦
山
国
定
公

園
指
定

45
年

  

12
月
 
日
田
市
民
憲
章
制
定

46
年

  
12
月
 
夜
明
大
橋
架
橋
竣
工

 

48
年

 

 
１
月
 
市
の
花
に
﹁
ア
ヤ
メ
﹂
を
制
定

  

51
年

  

11
月
 
国
道
２
１
２
号
花
月
バ
イ
パ
ス

 

 
 
 
 
開
通

53
年

 

 
２
月
 
日
田
市
中
央
公
民
館
︵
文
化
セ

ン
タ
ー
︶
竣
工

 

 
７
月
 
石
井
工
業
団
地
完
成

54
年

 

 
８
月
 
第
六
代
市
長
に
石
松
安
次
氏
就
任

55
年

 

 
11
月
 
市
の
鳥
に
﹁
セ
キ
レ
イ
︵
い
し

た
た
き
︶﹂、
市
の
花
木
に
﹁
さ

ざ
ん
か
﹂
を
制
定

平
成

 

元
年

 

 
６
月
 
新
日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
開
館

 

 
12
月
 
日
田
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
完
成

 

２
年

 

 
３
月
 
九
州
横
断
自
動
車
道
︵
朝
倉
～

日
田
間
︶
開
通

       

 
９
月
 
日
田
市
総
合
体
育
館
完
成

 

 
10
月
 
済
生
会
日
田
病
院
開
院

 

３
年

  

１
月
 
九
州
住
電
装
㈱
操
業
開
始

 

 
８
月
 
日
田
市
新
庁
舎
完
成

 

 
９
月
 
台
風
17
・
19
号
が
日
田
市
を 

襲
撃

11
年

 

 
11
月
 
ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
移
転
第

１
号
企
業
操
業
開
始

12
年

 

 
３
月
 
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
新
九
州
工

場
操
業
開
始

 

 
９
月
 
新
日
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

業
務
開
始

 

 
10
月
 
豆
田
地
区
御
幸
通
り
の
無
電
柱

化
等
完
成

 

13
年
 

 

 
４
月
 
隈
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
﹁
黎

明
館
﹂
開
館

 

 
10
月
 
﹁
サ
テ
ラ
イ
ト
日
田
﹂
設
置
問

題
で
﹁
ま
ち
づ
く
り
権
﹂
を
主

張
し
提
訴

14
年

 

 
４
月
 
日
田
市
児
童
館
完
成

 

 
 
 
 
三
和
酒
類
㈱
日
田
蒸
留
所
竣
工

 

 
11
月
 
広
域
農
道
﹁
ス
カ
イ
フ
ァ
ー
ム

ロ
ー
ド
ひ
た
﹂
全
線
開
通

16
年

 

 
10
月
 
ご
み
指
定
袋
制
を
開
始

 

 
12
月
 
豆
田
町
が
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

17
年

 

 
３
月
 
日
田
市
と
前
津
江
村
・
中
津
江

村
・
上
津
江
村
・
大
山
町
・
天

瀬
町
の
１
市
２
町
３
村
が
合
併

 

 
12
月
 
国
道
２
１
０
号
日
田
バ
イ
パ
ス

全
線
開
通

18
年

 

 
４
月
 
生
ご
み
分
別
収
集
開
始

 
昭
和
15
年
12
月
に
日
田
市
が
誕
生
し
て
か
ら

今
日
ま
で
の
日
田
市
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
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27
年

  

３
月
 
三
隈
大
橋
架
橋
竣
工

 

 
10
月
 
第
四
代
市
長
に
岩
尾
精
一
氏
就
任

 

 
12
月
 
日
田
市
庁
舎
完
成

28
年

 
 
６
月
 
日
田
市
空
前
の
大
水
害

       

30
年

 

 
３
月
 
日
田
市
と
東
有
田
・
小
野
・
大

鶴
・
夜
明
・
五
和
村
の
５
か
村

が
合
併

31
年

  

３
月
 
国
鉄
日
田
線
開
通

 

 
10
月
 
玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
古
後
字
野

平
の
一
部
を
市
に
編
入

35
年

  

４
月
 
町
内
自
治
会
制
度
発
足

 
９
月
 
西
部
・
五
和
中
学
校
が
統
合
し
、

三
隈
中
学
校
創
立

 

 
12
月
 
日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
・
博
物

館
落
成

38
年

  

５
月
 
日
田
市
民
会
館
竣
工

41
年

 

 
９
月
 
第
21
回
国
民
体
育
大
会
が
大
分

県
で
開
催

43
年

  

３
月
 
日
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

  

10
月
 
第
五
代
市
長
に
畑
英
次
郎
氏
就
任

56
年

 

 
４
月
 
日
田
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
始
動

 

57
年

 

 
10
月
 
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
三
隈
川
工
場
操
業
開
始

 
11
月
 
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
完
成

 

58
年

 

 
11
月
 
日
田
共
同
葬
斎
場
完
成

 

59
年

 

 
４
月
 
日
田
駅
前
広
場
完
成

 

60
年

 

 
７
月
 
小
野
川
自
然
プ
ー
ル
完
成

  

10
月
 
ス
ー
パ
ー
林
道
・
奥
日
田
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
ン
全
線
開
通

 

62
年

 

 
３
月
 
日
田
市
上
野
浄
水
場
完
成

 
 
４
月
 
国
道
２
１
２
号
玉
川
バ
イ
パ
ス

︵
日
ノ
出
町
～
玉
川
３
丁
目
︶

開
通

 

63
年

 

 
７
月
 
蒲
江
町
と
姉
妹
都
市
締
結

 
 
 
 
日
田
祇
園
山
鉾
会
館
開
館

 

 
 
 
 
天
領
日
田
資
料
館
開
館

４
年

  

７
月
 
小
野
民
芸
村
﹁
こ
と
と
い
の
里
﹂

 
 
 
 
開
村

５
年

 
10
月
 
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
国
史
跡
に
指
定

 
12
月
 
国
道
２
１
０
号
日
田
バ
イ
パ
ス
・

国
道
２
１
２
号
バ
イ
パ
ス
開
通

  

７
年

 

 
３
月
 
九
州
横
断
自
動
車
道
︵
日
田
～

玖
珠
間
︶
開
通

 

 
５
月
 
小
鹿
田
焼
が
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定

 

 
８
月
 
第
七
代
市
長
に
大
石
昭
忠
氏 

就
任

８
年

 

 
３
月
 
日
田
往
還
が
建
設
省
の
﹁
歴
史

国
道
﹂
に
選
定

 

 
５
月
 
日
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
開
所

  

10
月
 
小
迫
辻
原
遺
跡
が
国
史
跡
に 

指
定

 

９
年

 

 
６
月
 
㈱
九
州
コ
ク
ボ
操
業
開
始

10
年

 

 
４
月
 
別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
開
所

 
 
 
 
日
田
市
陸
上
競
技
場
利
用
開
始

 
12
月
 
日
田
市
役
所
が
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
﹂
を
審
査
登
録

 
 
 
 
日
田
市
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ

ン
タ
ー
稼
動

 
７
月
 
日
田
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
開
設

 

 
 
 
 
㈱
日
田
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
操
業
開
始

  

 
 
 
 
長
福
寺
本
堂
が
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定

19
年

 

 
８
月
 
第
八
代
市
長
に
佐
藤
陽
一
氏
就
任

 

 
10
月
 
日
田
市
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ
開
設

 

 
11
月
 
地
底
博
物
館
鯛
生
金
山
が
近
代

化
産
業
遺
産
に
選
定

 
12
月
 
日
田
市
民
文
化
会
館
﹁
パ
ト
リ

ア
日
田
﹂
開
館

    

20
年

 

 
３
月
 
小
鹿
田
焼
の
里
が
国
の
重
要
文

化
的
景
観
に
選
定

 

 
９
月
 
第
63
回
国
民
体
育
大
会
が
大
分

県
で
開
催

 

 
10
月
 
ひ
た
生
活
領
事
館
イ
ン
福
岡
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

21
年

  

２
月
 
豆
田
地
区
上
町
通
り
の
無
電
柱

化
等
完
成

 

 
５
月
 
屋
久
島
町
と
友
好
交
流
協
定
締
結

 

 
12
月
 
草
野
家
住
宅
が
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定

22
年

 

 
10
月
 
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開
館
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池永 惠子 氏
(74歳・北友田２丁目)

 民生委員・児童委員

として社会福祉の増

進に尽くされた功績

中島 仙二 氏
（79歳・淡窓１丁目）

淡窓町自治会長として

地域自治の振興に尽く

された功績

園田 剛 氏
（75歳・城町１丁目）

 管工事業・水処理事業の

分野で技術の向上や後継

者育成に尽くされた功績

井上 利男 氏
（65歳・夜明中町）

市議会議員として市の

振興・発展に尽くされ

た功績

 瀬 七郎 氏
（74歳・三芳小渕町）

日田市体育協会会長・副

会長として競技スポーツ

の振興に尽くされた功績

諌山 洋子 氏
（64歳・財津町）

 家計調査員を始め各種

調査業務に従事された

功績

石井 博基 氏
(68歳・豆田町)

 日田市医師会会長とし

て保健医療の増進に貢

献された功績

南 爲三郎 氏
（77歳・亀山町）

 亀山町自治会長として

地域自治の振興に尽く

された功績

園田 マサ子 氏
 (82歳・刃連町)

 在宅保健師として市の

保健事業に貢献された

功績

佐藤 仁藏 氏
（76歳・石井町２丁目）

博物館の自然史研究調

査と発展に尽くされた

功績

 

 
日
田
市
は
今
年
、
市
制
70
周
年
・
合
併
５
周
年
を
迎

え
、
12
月
５
日
、
日
田
市
市
制
70
周
年
記
念
式
典
が
パ

ト
リ
ア
日
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

式
典
で
は
、
毎
年
文
化
の
日
に
表
彰
し
て
い
る
市
政

功
労
者
表
彰
の
ほ
か
、
市
制
70
周
年
記
念
表
彰
、
日
田

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

市
制
70
周
年
記
念
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
政
功
労
者
表
彰
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永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
や
社
会
福
祉
保
健
、
社
会
教
育
関
係
、
学
校
安

全
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
11
月
３
日
、
国
家
や
公
共
の
た
め
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
、
秋
の

叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
社
会
教
育
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

学
校
安
全
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

たかせ杉の子パトロール隊
（高瀬地区）

　
社
会
福
祉
保
健
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
更
生
保
護
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
消
防
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

教
育
功
労
者
表
彰

県
功
労
者
表
彰

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

秋

の

叙

勲

知

事

表

彰
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１

２

３４

５

１・２ 日田市の宝を再発見し、まちづ

くり、地域振興に結び付ける「ひた宝

さがしプロジェクト」始動
 

３・４ 日田のグルメを集めた食の祭典

で地場産品をＰＲ
 

５ 咸宜園教育研究センターのオープン

を記念したセレモニーや講演会、シン

ポジウム開催

  日田市が誕生して70周年、市町村合併で新しい日田市となって５周年

を迎える今年は、市民が参加して楽しめるもの、日田市の情報発信ができ

るものなど、様々な記念事業が行われました。

 ここでは、記念式典以外に行われたイベントや行事を紹介します。
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７

６

８

９

10

６ NHK公開番組「BS日本のうた」の公

開収録

 ７ 日田市出身の農学者である大蔵永常

のシンポジウム開催や大蔵永常先哲書

普及版発行

 ８ 文化遺産を未来につなぐ森づくりの

ための有識者会議との共催でシンポジ

ウム開催
 

 ９ 市町村合併以前の旧町村で未完結だ

った「大山町史」と「前津江村史」の

未編さん期間の町史・村史を作成

 10 日田を代表する民謡コツコツ節の日

本一を決めるコンテストで日本一に輝

いた岩阪くみこさん（大分市）
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全国自治会連合会大分日田大会交歓会
 （自治会制度発足50周年記念事業）

コツコツ節日本一大会（市制70周年記念事業）

◆４月～ 日田市・日田商工会議所・日田市自治会連合

     会が節目の年

  日田市制70周年・合併５周年、日田商工会議所創立

70周年、日田市自治会制度発足50周年と、今年は節目

の年となり、記念式典や様々なイベントが行われた。

ふるさと日田大屋台村
（市制70周年・商工会議所創立70周年記念事業）

市制70周年記念式典

自治会制度発足50周年記念式典

  今年も残りあとわずかとなりました。皆さんにとって平成

22年は、どのような年でしたか？

  「広報ひた」では、今年１年の日田市の主な出来事を10大

ニュースとしてまとめました。１年を振り返りながらご覧くだ

さい。
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◆５～７月 市民の憩いの場 リニューアル

  中心市街地や地域の憩い・にぎわいの場の創出を目的に、

中央公園、庄手川公園の整備が行われた。また、張芝によ

る安心した利用やスポーツ振興を目的に、萩尾公園がリニ

ューアルされた。

◆４月 求来里地区ほ場整備竣工

  平成12年度から21年度まで、10年の歳月をかけた求来

里地区のほ場整備事業（20.9ha）が竣工した。これにより、

農地の区画や道路、用排水路が総合的に整備され、効率的

で安定的な集落営農が可能になった。

◆４月 公共交通の整備

  ４月１日から新しい市内循環バス「ひたはしり１号・２

号」が運行を開始したほか、ＪＲ大鶴駅と夜明駅の駅舎改

築工事が完了し、市内の公共交通の整備が行われた。

萩尾公園中央公園

ひたはしり１号・２号

ＪＲ大鶴駅

ＪＲ夜明駅
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◆３・10月 教育環境を整備

  ３月に柚木小学校が閉校し、福岡県うきは市（姫治小学校）

に教育事務が委託されることになった。また、３月と10月

には、静修小学校と夜明小学校の統合と、赤石小学校曽家分

校の赤石小学校への統合に係る確認書の調印式がそれぞれ行

われた。

◆３・10月 日田の物産・食をＰＲ

  日田の物産や食をＰＲするため、３月に福岡市で「天領

のまち 大丸・日田展」が、10月には中央公園で「絶品グ

ルメ！ふるさと日田大屋台村」、神奈川県相模原市で「九

州ひたフェア」が開催され、連日多くの人が訪れた。

赤石小学校曽家分校確認書調印式静修・夜明小学校確認書調印式柚木小学校閉校式 赤石小学校曽家分校確認書調印式静修・夜明小学校確認書調印式柚木小学校閉校式

大丸・日田展（福岡市）大丸・日田展（福岡市）

九州ひたフェア（相模原市）九州ひたフェア（相模原市）

◆10月 咸宜園教育研究センターオープン

  10月２日、�瀬淡窓と咸宜園研究の基幹施設となる咸宜

園教育研究センターがオープン。今後は、�瀬淡窓や咸宜園

教育の研究を進めながら、その研究結果を市内外に広く公開

し、世界遺産登録に向けた活動拠点としても活用される。

咸宜園教育研究センター

センター内展示室
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◆７・11月 全国に林業の重要性を発信

  ７月に「次世代林業九州サミット会議」が、11月にはシ

ンポジウム「森と文化を未来につなぐ」大会が開催された。

多くの林業関係者等が集まり、林業のまち日田から、文化財

を次世代につなぐ必要性や林業・木材産業の重要性などを全

国に発信した。

◆11月 皇太子殿下ご来訪

   11月13日、皇太子殿下が日田市をご来訪し、いいちこ日

田蒸留所や咸宜園、天領まつりでにぎわう豆田の町並みをご

視察された。

◆12月 日田キヤノンマテリアル株式会社

    工事着工を決定

  12月２日、キヤノン株式会社は、延期していた日田キ

ヤノンマテリアル株式会社の工場建設（三ノ宮地域）を平

成23年６月に着工し、平成24年５月に操業を開始するこ

とを発表した。

次世代林業九州サミット会議（視察）

写真左から、日田市長、大分県知事、内田恒二キヤノン株式
会社代表取締役社長、坂下喜一郎日田キヤノンマテリアル株
式会社代表取締役社長

シンポジウム「森と文化を未来につなぐ」大会

咸宜園「秋風庵」をご視察
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市 民 広 場

矢
野
 
シ
ノ
ブ
さ
ん
︵
中
津
江
村
栃
野
︶

﹁
布
と
糸
と
は
さ
み
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
友
達
﹂

 

 
今
号
で
は
、
主
婦
業
の
傍
ら
、
趣
味
で

あ
る
手
芸
を
生
か
し
て
、
教
室
を
開
い
て

い
る
矢
野
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

 

︱
手
芸
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
︱

 

 
小
さ
い
と
き
か
ら
、
縫
い
物
を
す
る
母

を
見
て
、
私
も
見
よ
う
見
ま
ね
で
編
み
物

を
し
た
り
、
布
を
切
っ
て
は
自
己
流
で
お

人
形
の
服
や 

お
布
団
を
作
っ
た
り
し
て
遊

ぶ
の
が
大
好
き
で
し
た
。
分
か
ら
な
い
こ

と
を
尋
ね
る
と
、
母
が
面
倒
が
ら
ず
、
優

し
く
教
え
て
く
れ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
思
う
と
、
布
と
糸

と
は
さ
み
は
、
そ
の
と
き
か
ら
友
達
で
し

た
ね
。

 

 
上
津
江
か
ら
中
津
江
に
嫁
い
で
き
た
こ

ろ
、
中
津
江
の
公
民
館
の
編
み
物
教
室
に

通
い
始
め
、
編
み
物
を
習
得
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
パ 

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
着
付
け
、
絵

画
教
室
と
次
々
と
や
っ
て
み
た
い
こ
と
へ

の
挑
戦
が
続
き
、
現
在
で
も
こ
れ
ら
を
こ

つ
こ
つ
と
続
け
て
い
ま
す
。

 

︱
教
室
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
︱

  

 
３
年
ほ
ど
前
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方

か
ら
﹁
絵
手
紙
の
講
師
を
お
願
い
し
た
い
﹂

と
頼
ま
れ
、
私
で
も
何
か
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
引
き
受
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

  

中
津
江
村
内
の
老
人
福
祉
施
設
で
高
齢

者
の
方
を
対
象
に
絵
手
紙
教
室
を
、
上
津

江
公
民
館
で
も
編
み
物
教
室
、
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
教
室
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
手

芸
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

 
 
教
室
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り

ま
す
。
絵
手
紙
教
室
の
生
徒
さ
ん
の
一
人

は
、
始
め
は
、
は
が
き
の
枠
の
中
に
小
さ

く
描
い
て
い
た
の
で
す
が
、
紙
の
大
き
さ

や
材
質
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
み

る
と
、
徐
々
に
、
は
が
き
い
っ
ぱ
い
に
伸

び
伸
び
と
し
た
絵
を
書
く
よ
う
に
な
り
、

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
て
、
教
室
を
や
っ
て
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

  

︱
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
︱

  

 
最
近
は
、
和
紙
人
形
作
り
、
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
︵
紙
細
工
︶
に
興
味
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。
細
か
な
作
業
が
多
い
の
で
す

が
、
難
し
い
こ
と
に
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
く
な
り
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
と
、
ま

た
次
の
創
作
意
欲
が
わ
い
て
く
る
ん
で
す
。

  

私
は
、
作
品
を
売
る
と
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
開
く
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
作
品
も
、
親
し
い
方

へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
く
ら
い
で
、
そ
の
方

が
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
ん

で
す
よ
ね
。

  

と
に
か
く
今
は
﹁
何
か
を
つ
く
る
﹂
と

い
う
こ
と
が
楽
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
作
品

を
作
り
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、

作
品
を
通
し
て
出
会
い
や
交
流
を
も
っ
と

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

 
﹁
自
宅
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
作
品
は
、

ど
れ
も
思
い
入
れ
の
あ
る
も
の
ば
か
り
﹂

と
話
す
矢
野
さ
ん
の
表
情
は
、
生
き
生
き

と
輝
い
て
い
ま
す
。

 

 
矢
野
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
布
や
紙

な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
作
品
た
ち
と
一
緒
に
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、
交
流
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
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⑮

﹁
ふ
れ
あ
い
の
里
き
じ
や
﹂︵
上
津
江
町
︶

日
田
方
面
団
 
夜
明
分
団

大
山
方
面
団
 
第
８
分
団

ふ
る
さ
と
の
材
料
に
こ
だ
わ
っ
て

 
上
津
江
町
の
﹁
ふ
れ
あ
い
の
里
き
じ
や
﹂

は
、
昔
な
が
ら
の
作
り
方
に
こ
だ
わ
っ
た

手
作
り
の
み
そ
を
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。

 

 
平
成
17
年
、
そ
れ
ま
で
活
動
し
て
い
た

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
や
婦
人
会
が
解
散
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
寂
し
く
な
る
、
少

し
で
も
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
何
か
し

た
い
と
、
代
表
で
あ
る
早
川
澄
代
さ
ん
を

中
心
に
地
域
の
女
性
で
結
成
し
、
５
年
目

を
迎
え
ま
す
。

 

 
メ
ン
バ
ー
が
こ
だ
わ
っ
て
作
る
み
そ
は
、

原
料
の
ほ
と
ん
ど
に
津
江
産
の
大
豆
や
米
、

麦
な
ど
を
使
い
、
麹
か
ら
手
作
り
し
て
い

ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
み
そ
の
味
は
好
評

で
、
一
度
食
べ
た
方
が
味
を
気
に
入
り
、

ま
た
送
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

 

 
ま
た
、
皆
さ
ん
に
み
そ
作
り
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
６
月
ご
ろ

に
み
そ
作
り
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
早
川
さ
ん
は
﹁
み
そ
の
仕
込
み
︵
味
噌

つ
き
︶
は
年
に
６
回
程
度
行
い
ま
す
が
、

１
回
の
仕
込
み
に
４
日
掛
か
り
、
メ
ン
バ

ー
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
の
が
悩
み
の

種
。
ま
た
、
保
存
料
な
ど
の
添
加
物
を
一

切
使
用
し
な
い
た
め
、
そ
の
年
の
天
候
で

発
酵
具
合
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
気
を

使
い
ま
す
。
み
そ
作
り
は
苦
労
も
多
い
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
で
取
れ
た
材
料

に
こ
だ
わ
っ
て
、
皆
さ
ん
が
喜
ぶ
よ
う
な

み
そ
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
﹂
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

      
夜
明
分
団
は
、
35
人
で
夜
明
上
・
中
・

関
町
の
３
町
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

  

こ
の
度
、
夜
明
関
町
の
高
台
に
あ
る

上
地
域
に
防
火
水
槽
が
完
成
し
ま
し
た
。

分
団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
本
部
や
近
隣
分

団
に
給
水
を
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
水

源
地
か
ら
約
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
距

離
を
、
消
防
用
ホ
ー
ス
約
35
本
を
使
用

し
て
行
い
ま
し
た
。

  

と
こ
ろ
で
、
調
理
を
し
て
い
る
と
き

に
電
話
が
掛
か
り
、
台
所
を
離
れ
て
鍋

な
ど
を
焦
が
し
た
経
験
は
な
い
で
す
か
。

分
団
員
が
こ
の
時
間
帯
に
電
話
を
掛
け

る
と
き
に
、
主
婦
の
方
が
電
話
に
出
た

際
に
は
﹁
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
火
は
付
け
て

い
ま
せ
ん
か
。
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
の
声
掛
け
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
る
こ
の
時
期
、
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

  

私
た
ち
大
山
方
面
団
第
８
分
団
は
、

鎌
手
、
小
五
馬
、
柚
木
、
下
釣
、
中
津

尾
、
上
野
の
６
地
域
︵
１
８
５
戸
︶
を

管
轄
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

 

 
消
防
団
員
の
減
少
で
、
以
前
は
30
人

い
た
団
員
数
も
21
人
に
な
り
ま
し
た
。

 

 
し
か
し
、
分
団
で
は
、
一
致
団
結
し

て
地
域
防
災
に
努
め
、
積
載
車
や
機
械

器
具
の
点
検
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の

点
検
等
の
ほ
か
、
大
山
地
区
防
災
訓
練
、

夏
季
訓
練
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
連
結

送
水
訓
練
、
年
末
特
別
警
戒
、
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
分
団
員
全
員

で
協
力
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

出初め式に向けた訓練

ふれあいの里きじやの皆さん

地元で開催する産業文化祭にも参加

毎月の機械器具の点検にも余念がありません
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ま
ち
の

わ
だ
い

  11月12日、咸宜園を開塾した廣瀬淡窓のゆるキャ

ラ「たんそうさん」が完成し、咸宜園教育研究センタ

ーで披露された。

  たんそうさんは、観光イベントなどで日田市のＰＲ

に一役買ってもらおうと、㈳日田市観光協会が制作し

たもの。この日、千年あかりの自作パンフレット配付

で訪れていた咸宜小学校の児童たちは、愛きょうたっ

ぷりのたんそうさんを見付け、歓声を上げていた。

  日田材の新たな市場開拓を目指して、日田木材協同

組合と上海木材行業協会が協定を結ぶことになり、

11月12日、市役所で調印式が行われた。 

  協定書には、日田木材協同組合が行う中国での木材

販売に対して、上海木材行業協会が情報提供や助言等

を行うことなどが記され、立会いを務めた市長は「日

田の木材産業の活性化のため、上海の皆さんとの友好

な取引に期待しています」と話した。

新 たな市場開拓を目指して

  遊覧船「遊湖」の運航開始に合わせ、11月16日、松原

ダム湖で試乗会が行われた。

  「遊湖」は、地元住民で作る㈲松原ダム遊覧観光（松原

國勝代表取締役）が、松原ダムを地域活性化のために活用

しようと、平成17年から運営している。

  晴天に恵まれたこの日、一般客を乗せた「遊湖」は、見

ごろを迎えた紅葉を背景に、湖を遊覧した。

  運行期間は、来年５月初旬までの予定。

雄 大な景色の中を遊覧

ゆ るキャラ「たんそうさん」

ゆう こ
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災 害に対する備えを

今 年もやっぱりＮＰＣ

  11月13日、中央公民館で、大分県地震減災・災害

時要援護者対策講演会が行われた。

  大分県と日田市が共催で行ったこの講演会では、講

師である芦屋市防災安全課危機管理担当課長の今石佳

太さん、山口大学人文学部教授の横田尚俊さんが、い

つ発生するか分からない地震や災害に対する備え、災

害時に援護が必要な方への対応などについて話し、地

域防災力の向上を呼び掛けた。

  11月21日、大山文化センター周辺で「大山ＮＰＣ

まつり」が開催された。

 今年で51回目を迎える祭りでは、農産物や加工品

の品評会や即売、小・中学生の作品展示など、たくさ

んの催しが行われた。

  また、ステージでは、藤蔭高校ブラスバンド部、天

領ひた城町ひょっとこ連、鎌手小学校烏宿太鼓が演奏

や踊りを披露し、訪れた人たちを楽しませた。

往 時をしのびながら歩く

米 の消費拡大を

   日本の食料自給率向上に国産の米粉利用が注目され

る中、米の消費拡大を目指した取組として、11月17日、

中央公民館で米粉料理教室が行われた。

  15人が参加した教室では、大分市から米粉インス

トラクター３人が招かれ、米粉を使ったニョッキスー

プ、焼き餅、チョコレートマフィンの３品を製作。参

加者の中には初めて米粉に触れる人も多く、お菓子作

り等にも幅広く利用できる米粉の調理法を学んだ。

  11月21日、大分県の史跡に指定されている石坂石

畳道（市ノ瀬町～伏木町）を歩く、第13回日田往還「石

坂石畳道」ウォーキング大会が開催され、約250人が

参加した。

  参加者は、出発前に日田市文化財保護員の野田�巳

さんから石坂石畳道の歴史を学んだ後、出発。快晴の

下、歴史ある石畳を一歩一歩踏みしめながらウォーキ

ングを楽しんだ。
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くらしの情報

   

日
田
市
名
誉
市
民

 

 
 
 
 
井
上
不
二
雄
さ
ん
逝
く

 

 
 
 
 
 
 
 

  

 
11
月
29
日
、
日
田
市
名
誉
市
民

で
あ
る
井
上
不
二
雄
さ
ん
が
96
歳

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
井
上
さ
ん
は
、
大
正
３
年
、
日

田
郡
上
津
江
村
に
生
ま
れ
、
昭
和

17
年
に
日
田
郡
上
津
江
村
助
役
に

就
任
後
、
昭
和
28
年
か
ら
は
上
津

江
村
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
ま
た
、
昭
和
38
年
か
ら
４
期
16

年
に
わ
た
り
大
分
県
議
会
議
員
と

し
て
活
躍
し
、
昭
和
53
年
か
ら
54

年
ま
で
は
大
分
県
議
会
議
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

 

 
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
平
成
７
年
に
は
上
津
江

村
名
誉
村
民
と
し
て
、
平
成
17
年

に
合
併
し
た
後
は
、
日
田
市
名
誉

市
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
生
前
の
ご
功
績
を
し
の
び
、
故
人

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
・
各
振
興
局
・
各
振
興
セ

ン
タ
ー

 

■
閉
庁
日
  

12
月
29
日
㈬
～
平
成

23
年
１
月
３
日
㈪

 

葬
斎
場

 

■
休
場
日
 
平
成
23
年
１
月
１
日
㈷

 

※
休
場
日
は
火
葬
業
務
、
告
別
室 

︵
葬
儀
︶
、
霊
安
室
、
市
霊
き

ゅ
う
車
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

 
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階) 

葬
斎
場
 
☎
 
４
０
４
０

  

年
末
年
始
の
各
種
証
明
書
の
交
付

 

 
閉
庁
期
間
中
に
住
民
票
、
印
鑑

証
明
、
納
税
証
明
、
所
得
証
明
が

必
要
な
方
は
、
12
月
28
日
午
後
５

時
ま
で
に
市
役
所
又
は
各
振
興
局

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
戸
籍
全
部
事
項
証
明
︵
戸

籍
謄
本
︶
・
戸
籍
個
人
事
項
証
明

︵
戸
籍
抄
本
︶
等
の
交
付
及
び
転

入
、
転
出
等
の
住
民
異
動
届
に
つ

い
て
は
休
暇
中
の
取
扱
い
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
12
月
28
日
ま
で
に

手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

  

予
約
し
た
各
種
証
明
書
は
、
閉

庁
期
間
中
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
市
役
所
又
は
各

振
興
局
の
日
直
が
交
付
し
ま
す
。

 

※
午
後
５
時
以
降
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

 

※
予
約
の
際
は
、
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
場
所
を
あ
ら
か
じ
め

指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
証
明
書
の
発
行
手
数
料
は
、
お

釣
り
が
出
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

 

※
代
理
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

 

※
交
付
に
は
窓
口
に
来
た
方
の
本

人
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
運

転
免
許
証
、
保
険
証
、
パ
ス
ポ

ー
ト
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
各
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
各
出
張

所
で
は
、
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

 

年
末
年
始
の
戸
籍
の
届
出

  

死
亡
届
は
、
火
葬
許
可
証
等
の

交
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
に
市
役
所
又
は
各
振
興
局
で
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
 
出
生
、
婚
姻
等
の
届
出
は
、
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

 

■
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

市
役
所
又
は
各
振
興
局
の
日
直

が
、
窓
口
で
受
付
を
し
ま
す
。

 

■
午
後
５
時
～
翌
朝
の
午
前
８
時

30
分

 

・
市
役
所
 
警
備
室
︵
市
役
所
の

北
側
玄
関
入
口
︶
で
届
書
を
お

預
か
り
し
ま
す
。
︵
死
亡
届
を

除
く
︶

 

・
各
振
興
局
 
玄
関
付
近
に
受
付

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
注

意
事
項
を
確
認
の
上
、
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。︵
死
亡
届
を
除
く)

※
各
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
各
出
張

所
で
は
、
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階) 

税
務
課
税
制
窓
口
係

 

☎
 
８
３
９
７
︵
市
役
所
１
階)   

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
４

大
山
振
興
局
 
☎
 
３
１
０
１

 

前
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
１
１
１

中
津
江
振
興
局
 
☎
 
３
１
１
１

上
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
０
１
１

 

年
末
の
税
金
・
水
道
料
金
の
収
納

業
務

 

 
12
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭

 

 
午
前
９
時
～
午
後
３
時

 

税
務
課
納
税
係

 

☎
 
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階)

 

水
道
課
管
理
係

 

☎
 
８
２
２
０
︵
市
役
所
５
階)

 

  

  

消
防
法
の
改
正
で
、
平
成
18
年

か
ら
一
般
住
宅
に
も
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、

既
存
住
宅
は
、
平
成
23
年
５
月
31

日
ま
で
の
設
置
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
警
報
器
を
設
置
し
な
い
こ

と
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
切
な
命
や
財
産
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
設
置
期
限
を

待
つ
こ
と
な
く
、
早
期
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

日
田
消
防
署
予
防
係

 
☎
 
２
２
０
４

■
と
き
 
平
成
23
年
１
月
13
日
㈭

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

 

■
公
売
予
定
物
件
 
つ
ぼ
、
反
物
等

 

※
公
売
物
件
は
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み

 

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp://k

ou
b
ai.au

ction
s.y

ah
oo.

 co.jp/

 

※
公
売
す
る
動
産
を
直
接
確
認
で

き
る
の
は
、
下
見
会
の
み
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
公
売
物
件
は

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

税
務
課
納
税
係

☎
 
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階)

   

  

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
課
税
の
た
め
、
平

成
22
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
、
平
成
23
年
度
の
税
額
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

税
務
課
資
産
税
係

☎
 
８
２
０
６
︵
市
役
所
１
階) 

問問

年
末
年
始
休
暇
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
業
務

問

お
知
ら
せ

今月は、

固定資産税・都市計画税

        第４期

国民健康保険税 第６期

介護保険料   第６期

    の納付月です。

納期内の納付をお願いし

ます。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 
 
 
 
 
公
売
物
件
下
見
会

平
成
22
年
中
に
取
り
壊
し
た
家

屋
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す

問

問

問
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
早
め
に
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全
国
的
に
仏
像
な
ど
の
文
化
財

の
盗
難
の
被
害
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
特
に
、
無
住
の
寺
社
な
ど
で

の
盗
難
の
危
険
性
が
高
く
、
特
段

の
注
意
が
必
要
で
す
。

 

 
見
回
り
の
徹
底
や
施
錠
設
備
な

ど
、
定
期
的
な
点
検
・
確
認
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

 

※
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
日
田

警
察
署
及
び
左
記
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

 

文
化
財
保
護
課
文
化
財
管
理
係

 

 
☎
 
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
内
︶

■
公
売
物
件
・
所
在
地
等

  

憩
い
の
家
跡
︵
土
地
・
建
物
︶

 

・
所
在
 
大
山
町
西
大
山
字
堂
ノ

 
本
３
５
５
５
番

 

・
地
目
 
宅
地

 

・
地
積
 
４
０
６．
０
８
m2
︵
実
測)

 

・
建
物
床
面
積
 
１
４
４．
９
４
m2

 

■
入
札
方
法
 
一
般
競
争
入
札

 

■
最
低
売
却
価
格

  

５
５
１
万
５
０
０
０
円

 

■
入
札
参
加
資
格

 

・
個
人
及
び
法
人
で
、
市
税
等
を

完
納
し
て
い
る
方

 

・
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、

被
補
助
人
以
外
の
方
等

 

■
入
札
日
・
入
札
場
所

 

 
平
成
23
年
１
月
13
日
㈭

 

 
午
前
10
時
～

 

 
 
市
役
所
３
階
３
０
３
会
議
室

 

■
入
札
参
加
申
込
期
間
・
申
込
先

 

 
12
月
17
日
㈮
～
24
日
㈮

 

 
市
役
所
４
階
総
務
課
管
財
係

 

現
地
説
明
会
を
実
施

 

■
と
き
・
集
合
場
所

 

 
平
成
23
年
１
月
６
日
㈭

 

 
午
前
10
時
～

 

 
 
市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

 

※
入
札
に
は
、
入
札
保
証
金
︵
入

札
金
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上)

が
必
要
で
す
。

 

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

総
務
課
管
財
係

☎
 
８
２
１
５
︵
市
役
所
４
階)

  
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全

国
の
製
造
業
の
事
業
所
を
対
象
に

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
行
う

も
の
で
す
。

  

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
12

月
か
ら
平
成
23
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

※
調
査
票
の
記
載
内
容
は
、
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・

統
計
係

 

 
☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

 

  

■
と
き

 

 
平
成
23
年
１
月
11
日
㈫

 

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

  

市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

 

■
対
象

 

 
在
宅
で
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
や
介
護
者
等

 

■
内
容
 
認
知
症
関
連
事
業
の
状

況
説
明
、
意
見
交
換
な
ど

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
申
込
方
法

 

 
事
前
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限

 

 
平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

 

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
 
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

  
■
と
き
・
と
こ
ろ

 

日
田
す
い
め
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
主
催

 
12
月
23
日
㈷

  

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 
  

ダ
イ
エ
ー
日
田
店

  

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

方
、
70
歳
以
上
の
方
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

 

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
方
は
、
受
付
時
に
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内)

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

    

■
助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
限

 
平
成
23
年 

３
月
31
日
㈭

 

■
対
象
者
 
日
田
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
︵
64
歳
以
下
︶

 

※
60
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の

機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が

い
を
持
っ
て
い
る
方
︵
身
体
障

害
者
程
度
等
級
表
の
１
級
相
当)

を
除
き
ま
す
。

 

■
助
成
内
容
 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
係
る
費
用
を
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
場
合
、
一
人

１
０
０
０
円
︵
１
回
の
み
︶
を

助
成

 

■
申
請
に
必
要
な
も
の
 
印
鑑
、

世
帯
主
の
口
座
番
号
、
保
険
証
、

領
収
書

 

■
申
請
方
法
 
下
記
又
は
各
振
興

局
、
各
振
興
セ
ン
タ
ー
に
備
付

け
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
領
収
書
︵
写
し
︶
を

添
付
し
申
請

 

■
申
請
期
限

 

 
平
成
23
年
４
月
30
日
㈰

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

       

 
厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働

者
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め

の
積
極
的
な
取
組
︵
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
︶
及
び
仕
事
と
育

児
・
介
護
と
の
両
立
支
援
の
た
め

の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
企
業
を

対
象
に
、
﹁
均
等
・
両
立
推
進
企

業
表
彰
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

■
申
込
期
間

 

 
平
成
23
年
１
月
１
日
㈷
～
３
月

31
日
㈭

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

 

☎
０
９
７-

５
３
２-

４
０
２
５ 

問 問

問

問

問

問問

募
 
集

文
化
財
の
防
犯
対
策
を

保
健
・
福
祉

在
宅
介
護
者
の
集
い

献
血
に
ご
協
力
を

市
有
不
動
産
の
公
売

製
造
事
業
者
の
方
へ
 
平
成
22

年
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
助
成
申
請
は
お
早
め
に

平
成
23
年
度

﹁
均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰
﹂

 
 
 
 
 
対
象
企
業
を
募
集

広報

次回は

１月１日号
12月28日㈫に発送します。
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くらしの情報

市
営
住
宅
 
入
居
者
臨
時
募
集

問

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
者
募
集

平
成
22
年
度

別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
講
座

■
入
居
資
格
 
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
︵
既
に
公
営
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
方
、
本
人
及
び

家
族
に
暴
力
団
員
が
い
る
方
は

申
込
み
不
可
︶

①
特
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
︵
持

ち
家
の
あ
る
方
は
申
込
み
不
可)

② 

市
税
等
の
滞
納
が
な
く
、
こ
れ

ま
で
に
市
営
住
宅
の
明
渡
し
請 

 
求
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

③
収
入
が
基
準
額
を
超
え
な
い
方

︵
世
帯
全
員
の
所
得
合
計
額
か

ら
控
除
額
を
差
し
引
い
た
金
額

が
１
８
９
万
６
０
０
０
円
以
下)

④
同
居
の
親
族
が
い
る
方

 

※
基
準
額
は
、
世
帯
の
状
況
や
障

が
い
の
程
度
に
応
じ
て
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
次
の
住
宅
は
、

別
に
収
入
基
準
が
あ
り
ま
す
。

  

 

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
︵
特
公
賃)

１
８
９
万
６
０
０
０
円
以
上

 
３
１
０
万
８
０
０
０
円
以
下

 

・
刃
連
町
住
宅
︵
旧
雇
用
促
進
住

宅
︶
 
２
４
０
万
円
以
下

 

※
刃
連
町
住
宅
は
、
収
入
に
よ
る

家
賃
変
動
は
な
く
、
定
額
で
す
。

 

１
～
３
階
 
３
万
５
０
０
０
円

 

４
・
５
階
 
３
万
１
５
０
０
円

 

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
へ
の
申
込
み

 

 
上
記
①
～
③
に
加
え
て
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

⑤
単
身
の
高
齢
者
︵
60
歳
以
上)

又
は
高
齢
者
夫
婦
︵
い
ず
れ
か

が
60
歳
以
上
︶
の
み
の
世
帯

⑥
単
身
の
障
が
い
者
又
は
障
が
い

者
の
み
か
ら
な
る
世
帯
、
若
し

く
は
障
が
い
者
と
そ
の
配
偶
者

の
み
か
ら
な
る
世
帯

⑦
障
が
い
者
と
高
齢
者
︵
60
歳
以

上
︶
又
は
障
が
い
者
と
高
齢
者

夫
婦
︵
い
ず
れ
か
が
60
歳
以
上)

の
み
か
ら
な
る
世
帯

 

■
公
開
抽
選
日
・
場
所

 

 
平
成
23
年
１
月
21
日
㈮

 

 
午
前
９
時
30
分
～

 

 
 
市
役
所
７
階
中
会
議
室

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

申
込
用
紙
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限

 

 
12
月
28
日
㈫
 
午
後
５
時

 

建
築
住
宅
課
住
宅
係

☎
 
８
２
１
８
︵
市
役
所
５
階)

 

天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
課

 

☎
 
８
２
０
８

  

■
対
象
者
 
市
内
在
住
で
、
お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
方

 

■
講
座
内
容
 
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作

及
び
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方

■
募
集
数
 
各
15
人
︵
先
着
順
︶

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

                       

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
持
参
す
る
も
の
 
筆
記
用
具

※
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器
は
、
市
で

準
備
し
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

情
報
課
地
域
情
報
係

 

 
☎
 
８
２
２
９
︵
市
役
所
６
階)

■
と
き
 
平
成
23
年
１
月
22
日
㈯

～
３
月
５
日
㈯
ま
で
の
、
２
月

26
日
を
除
く
土
曜
日
︵
６
回
︶

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
︵
田
島
２
丁
目
︶

■
テ
ー
マ
﹁
日
本
最
大
の
私
塾
咸

宜
園
と
そ
の
関
連
遺
産
を
歩
く
﹂

 

■
募
集
数
 
約
60
人

 

■
参
加
費
 
２
０
０
０
円
︵
高
校

生
以
下
無
料
︶

 

■
申
込
方
法

 

 
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
記
入
の
上
、
申
込
み

 

■
申
込
先
 
〒
８
７
７-

０
０
２
５

 

 
田
島
２
丁
目
２
２
８-

５

 

 
別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー

 

■
申
込
期
限
 
12
月
30
日
㈭

 

別
府
大
学
日
田
歴
史
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
 
☎
 
７
３
４
４

 

文
化
財
保
護
課
文
化
財
管
理
係

☎
 
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
内
︶

■入居を募集する住宅

◯車いす使用者が入居することが条件です。       

 車いす使用の高齢者・障がい者は、単身で申込みできます。

 （身体上又は精神上著しい障がいがあるため常時の介護を必要とする方で、

 常時在宅介護を受けることができない方を除く）       

※

シルバーハウジング

一般向け 

高齢者向け 

一般向け 

車いす専用◯ 

一般向け 

一般向け 

特公賃 

朝日ヶ丘団地 

桃山団地
 

 

刃連町住宅

（旧雇用促進住宅） 

 戸ノ上住宅 

下の釣住宅
 

 

朝日

三芳
 

 

 

天瀬

1 

6 

1 

15 

1 

1 

1 

1 

 

地区 住宅名 空家戸数 摘要

※

※時間はいずれも午後１時30分～３時30分

１月11日㈫～15日㈯

１月17日㈪～21日㈮

１月24日㈪～28日㈮

１月31日㈪～２月４日㈮

２月14日㈪～18日㈮

とき ところ

上津江振興局

中津江振興局

前津江振興局

大山振興局

天瀬振興局

とき ところ

２月21日㈪～25日㈮

２月28日㈪～３月４日㈮

３月７日㈪～11日㈮

３月14日㈪～18日㈮

３月22日㈫～26日㈯

中央公民館

  〃

  〃

  〃

  〃

問問
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 た
け
の
こ
栽
培
現
地
研
修
会

 

■
と
き

 

 
平
成
23
年
１
月
中
旬
ご
ろ

 

■
と
こ
ろ

 

 
日
田
市
、
玖
珠
郡
︵
予
定
︶

 

■
研
修
内
容
 
た
け
の
こ
栽
培
の

た
め
の
竹
林
整
備
等
に
つ
い
て

の
現
地
研
修

 

■
参
加
費
 
無
料

 

竹
粉
に
よ
る
生
ゴ
ミ
処
理
モ
ニ
タ
ー

 

■
モ
ニ
タ
ー
期
間
 
平
成
23
年
１

月
中
旬
ご
ろ
～
２
月
末
ご
ろ

 

■
対
象
者
 
日
田
市
、
玖
珠
町
、

九
重
町
在
住
者

 

■
内
容

 

 
竹
粉
に
よ
る
生
ゴ
ミ
処
理
試
験

 

■
募
集
数
 
10
人
程
度
︵
竹
粉
・

箱
・
移
植
ご
て
を
無
料
で
進
呈
︶

 

※
い
ず
れ
も
、
12
月
27
日
ま
で
に

左
記
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管 

理
班

☎
 
２
５
８
５
︵
大
分
県
日
田

総
合
庁
舎
２
階
︶

    

■
受
付
日

 

 
平
成
23
年
１
月
11
日
㈫
～

 

 
︵
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
︶

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

■
利
用
期
間
 
平
成
23
年
４
月
か

ら
平
成
24
年
３
月
ま
で

■
申
込
方
法
 
左
記
窓
口
で
申
込
み

 

中
央
公
民
館
 
☎
 
６
８
６
８

     

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
平
成
23
年
１
月
５
日
㈬
 

 

 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
天
瀬
公
民
館

 
■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 
■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
等

 

 
天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

   

■
と
き

 

 
平
成
23
年
１
月
12
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

 
︵
相
談
時
間
は
30
分
以
内
︶

 

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
。

 

■
予
約
開
始
日
 
12
月
22
日
㈬

  

午
前
８
時
30
分
～

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

 

    

■
と
き

 

 
平
成
23
年
１
月
14
日
㈮

 

 
受
付
時
間
 
午
前
10
時
～
午
後

２
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 

■
相
談
員
 
作
業
療
法
士
、
保
育

士
、
臨
床
心
理
士
、
保
健
師

 

■
相
談
内
容

 

・
動
き
が
激
し
い
、
こ
だ
わ
り
が

強
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

い
な
ど
、
発
達
や
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
に
関
す
る
相
談

 

・
指
し
ゃ
ぶ
り
が
激
し
い
、
発
達

が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

な
ど
の
心
理
相
談

 

■
申
込
方
法

 

 
事
前
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
12
月
28
日
㈫

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
 
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア

内
︶

    

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
平
成
23
年
１
月
15
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階
和
室

 

・
平
成
23
年
１
月
29
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 

 
 
三
芳
公
民
館

 

■
対
象
 
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
や
介
護
者
、
認
知

症
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
方
な
ど

 

■
相
談
員
 
介
護
支
援
専
門
員
、

認
知
症
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

 

■
相
談
内
容
 
認
知
症
に
関
す
る

悩
み
事
、
介
護
相
談
な
ど

 

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 
☎
 
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

  

経
営
者
１
０
０
社

 

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

 

 
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 

□
と
き

 

①
12
月
21
日
㈫
 
②
12
月
28
日
㈫

 

 
午
前
６
時
～
７
時

 

□
と
こ
ろ
 
ホ
テ
ル
ソ
シ
ア

 

□
内
容
・
講
師
 

①
﹁
明
朗
愛
和
～
地
域
社
会
と
共

に
﹂
 
寺
田
一
男 

氏

 

②
﹁
社
員
と
共
に
、
こ
こ
ろ
の
バ

ネ
を
養
う
﹂
 
矢
野
雅
則 

氏

 

□
参
加
費
 
無
料

 

□
問
い
合
わ
せ
 
大
分
県
日
田
市

倫
理
法
人
会
事
務
局
︵
後
藤
︶

／
☎
 
８
７
６
３
︵
㈱
シ
ー
エ

ッ
チ
ケ
イ
サ
ー
ビ
ス
内
︶

  
第
23
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ

大
会

 

 
陸
上
で
行
う
ボ
ー
ト
の
マ
シ
ン

大
会
が
日
田
市
で
開
催
さ
れ
、
水

上
で
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
と
同
じ
よ

う
に
、
タ
イ
ム
を
競
う
熱
い
レ
ー

ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

□
と
き
 
12
月
26
日
㈰

  

午
前
９
時
～
正
午

 

□
と
こ
ろ
 
中
城
体
育
館

 

※
当
日
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
初
心
者
向
け
の
体
験
マ
シ

ン
ロ
ー
イ
ン
グ
教
室
を
実
施
。

 

□
問
い
合
わ
せ
 
大
分
県
ボ
ー
ト

協
会
︵
渡
辺
︶
／

 

 
☎
０
９
０-

１
５
１
３-

６
８
９
９

  

学
校
へ
行
こ
う
！

 

 
来
年
３
月
に
閉
校
す
る
静
修
小

学
校
で
思
い
出
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

 

□
と
き
 
平
成
23
年
１
月
２
日
㈰

 

 
午
前
11
時
～
午
後
４
時

 

□
と
こ
ろ
 
静
修
小
学
校

 

□
内
容
 
校
舎
・
校
庭
を
自
由
に

探
索
、
静
修
小
学
校
に
ま
つ
わ

る
懐
か
し
の
写
真
を
展
示

 

□
問
い
合
わ
せ
 
静
修
小
学
校
閉

校
式
実
行
委
員
会
︵
石
井
︶／

 

 
☎
 
２
３
３
６

問 問 問

問

問

問

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

無
料
弁
護
士
相
談
会

相
 
談

た
け
の
こ
栽
培
現
地
研
修
会
参

加
者
・
竹
粉
生
ゴ
ミ
処
理
モ
ニ

タ
ー
募
集

平
成
23
年
度
 
中
央
公
民
館

 
 
ホ
ー
ル
の
利
用
受
付
開
始

の
び
の
び
発
達
相
談
︵
子
ど
も

の
発
達
相
談
会
︶
 
 
 
無
料

認
知
症
の
方
を
抱
え
る
家
族
・

介
護
者
へ
の
相
談
会
 
 
無
料

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン
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 市内に在住している日田市国民健康保険及び後期高齢者医療の被保険者を対象に、次のような助成を行って

います。

 はり・きゅう・マッサージ等の助成

 ◇助成回数 １日１回、月５回まで

 ◇助成額  １回につき９００円

 ※施術を受けた際、助成額（９００円）を差し引いた額を自己負担してください。申請は各施術所が行います。

 ◇申請に必要なもの 被保険者証、印鑑

 ※市内19か所の施術所が対象です。対象となる施術所については、問い合わせください。

 葬祭費の助成

  日田市国民健康保険及び後期高齢者医療の被保険者が亡くなった場合、葬儀を行った方（喪主）に葬祭費が

支給されます。

 ◇助成額 国民健康保険被保険者 ３５,０００円  後期高齢者医療被保険者 １５,０００円

 ※後期高齢者医療被保険者は、このほかに大分県後期高齢者医療広域連合から２０,０００円の助成を受ける

 ことができます。

 ◇申請に必要なもの 被保険者証、印鑑、会葬礼状、申請者（喪主）名義の口座番号

 

 【問い合わせ】社会保険課国保・年金係 ☎２２－８２７１（市役所１階）

日田市国民健康保険・後期高齢者医療被保険者の皆さん

 各種助成を受けることができます

 有料老人ホーム（民間事業者との契約に基づき、全額自己負担によって食事などのサービスを利用しなが

ら生活する施設）は、次の３つのタイプに区分されます。

  高齢者向けの入居施設への入居を考えている方で、有料老人ホームへの入居を検討している方は、各施設

に申し込む前に、必ず入居時の要件等を確認してください。

 ※各施設で、入居時の要件や料金等が異なります。施設を見学するなど、十分な説明を受けてください。 

有料老人ホームの区分はご存知ですか

 ＜介護付き有料老人ホーム＞

 ・食事や介護サービスが付いた施設

 ・介護が必要な場合、介護サービスを提供

【問い合わせ】社会保険課介護保険係 ☎２２－８２６４（市役所１階）

介護が必要な方

のみ

 介護専用タイプ

元気な方及び

 介護が必要な方
元気な方のみ

 混合タイプ

○ ○ ○

＜住宅型有料老人ホーム＞

 ・食事等のサービスが付いた施設

 ・介護が必要な場合、訪問介護等の在宅サービスを利用

○ ○ ×

＜健康型有料老人ホーム＞

 ・食事等のサービスが付いた施設

 ・介護が必要な場合、退去することが前提

○ × ×

自立タイプ
入居時の要件

区分
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

２歳６か月児歯科相談
 （フッ素塗布） 

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

西 有 田 地 区
成 人 健 康 相 談

五 和 地 区
成人・乳幼児健康相談

市 内 全 域
成 人 健 康 相 談

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

７日�・21日�
28日�

（9:00～16:00）

13日㈭
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

12日㈬
（13:00～13:30）

14日㈮
（13:00～13:30）

要予約制

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア１階 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成22年８月20日
～９月19日生まれ

市役所７階
大会議室

天瀬公民館
東渓分館

平成22年
６月生まれ

平成21年
５月～６月生まれ

18日㈫
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成21年
６月生まれ

20日㈭
（13:30～14:00）

大山
保健センター

平成21年
５月～６月生まれ

14日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

平成19年
８月～９月生まれ

19日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成19年
９月生まれ

20日㈭
（13:30～14:00）

大山
保健センター

平成19年
８月～９月生まれ

27日㈭
（10:00～11:00）

なかつえ
保育園

６日㈭
（12:30～13:00）

大分県日田
総合庁舎

４階大会議室

平成20年
２月～

７月生まれ

未就学児

ウェルピア１階

28日㈮
（9:30～11:00）

西有田公民館

６日㈭
（9:30～11:30）

五和公民館

20日㈭
（9:00～11:00）

ウェルピア１階

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：口腔チェック、フッ素塗布、ブ
ラッシング指導

◇料金：無料 ◇募集数：40人（先着順）
◇申込方法：大分県西部保健所（☎23-

3133）に電話で申込み

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※中央児童館、天瀬児童館、大山保健セ

ンター、前津江保健センター、すぎっ
子保育園では、１月は行いません。

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談

◇持参するもの：問診票、母子健康手帳、
 １歳６か月児健診の方は幼児用歯ブラシ
※歯を磨いてきてください。
※事前に封書で個別に通知します。平成

23年１月５日までに通知のない方は、
受診する地域の振興局・市役所等に連
絡してください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、歯磨きの指導、絵本
 の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉
◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病

などに関する相談
◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果

〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳
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今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ロ
ウ
が
担
当
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ジ
ェ
ン
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ
28

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

ス
イ
ス
⑤

   

 
日
本
に
来
た
と

き
か
ら
、
私
は
本

で
読
ん
だ
日
本
の

名
所
を
観
光
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
機
会
が

あ
り
、
私
は
期
待
を
持
っ
て
旅
行
を
始

め
ま
し
た
。

 

 
海
が
大
好
き
な
の
で
、
フ
ェ
リ
ー
で

瀬
戸
内
海
を
通
り
、
関
西
に
向
か
い
ま

し
た
。
途
中
で
瀬
戸
内
海
の
空
を
飛
ん

で
い
る
カ
モ
メ
と
両
岸
の
連
山
が
目
に

入
り
、
そ
れ
は
自
然
の
景
色
が
描
か
れ

た
美
し
い
絵
の
よ
う
で
し
た
。

 

 
神
戸
港
で
阪
神
・
淡
路
大
地
震
で
破

壊
さ
れ
た
古
い
港
の
跡
を
見
た
と
き
、

大
自
然
の
力
を
感
じ
た
と
同
時
に
、
神

戸
の
人
が
過
去
の
自
然
災
害
を
忘
れ
ず
、

ふ
る
さ
と
を
再
建
し
て
い
く
思
い
を
一

層
深
く
感
じ
ま
し
た
。

 

 
奈
良
で
は
、
東
大
寺
に
行
く
途
中
、

鹿
が
観
光
客
と
親
密
に
触
れ
合
っ
て
い

ま
し
た
。
鹿
は
、
ち
っ
と
も
人
を
恐
れ

ず
友
達
の
よ
う
で
、
人
と
動
物
が
仲
良

く
し
て
い
て
、
そ
れ
が
と
て
も
自
然
な

感
じ
が
し
ま
し
た
。

 

 
東
京
で
明
治
神
宮
に
行
く
と
、
木
々

が
道
を
覆
う
よ
う
に
こ
ん
も
り
と
茂
っ

て
い
て
、
晴
れ
た
昼
間
で
も
道
端
に
街

灯
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
鳥
は
、
茂
っ

た
林
の
中
を
飛
ん
だ
り
人
の
目
の
前
で

止
ま
っ
た
り
し
て
え
さ
を
探
し
、
こ
の

大
都
市
の
中
で
の
ん
び
り
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。

 

 
そ
し
て
日
田
に
戻
っ
て
く
る
と
、
山

水
や
田
ん
ぼ
な
ど
、
大
自
然
の
息
吹
が

み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
至
る

所
で
、
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
て
い
る
よ

う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 

 
日
本
を
見
物
す
る
途
中
、
人
と
自
然

が
解
け
合
い
、
触
れ
合
う
こ
と
を
深
く

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
の
心
を
ゆ
っ

た
り
と
さ
せ
、
良
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

 

 
中
国
が
経
済
成
長
と
同
時
に
一
定
の

自
然
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
を
考
え
る

と
、
日
本
で
の
経
験
を
持
ち
帰
っ
て
、

中
国
に
環
境
保
護
意
識
を
強
く
さ
せ
、

私
た
ち
の
生
存
し
て
い
る
地
球
を
大
切

に
さ
せ
、
日
本
の
よ
う
に
自
然
保
護
で

き
れ
い
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

  

 
今
号
か
ら
、
坂
本
奈
保
子
さ
ん
の
ス

イ
ス
か
ら
の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

 
 
坂
本
さ
ん
の
お
便
り
は
、
以
前
に
も

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
て
、
今

回
が
５
回
目
と
な
り
ま
す
。

 

 
ス
イ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
。
も
う
す

ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
ね
。
今
回
は
、
ス

イ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

 

 
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
え
ば
、
ケ
ー
キ
、

パ
ー
テ
ィ
、
商
店
街
の
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

の
け
ん
騒
︵
寿
通
り
の
福
引
好
き
で
し

た
︶
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
ば
か
り
で

す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
ス
イ
ス
で
の
初
め

て
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
ど
ん
な
に
楽
し
い

か
と
大
興
奮
。

 

 
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

と
て
も
静
か
。
考
え
て
み
れ
ば
、
宗
教

だ
か
ら
当
た
り
前
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト

の
生
誕
を
家
族
だ
け
で
厳
か
に
お
祝
い

し
ま
す
。

 

 
ご
ち
そ
う
と
朝
の
う
ち
に
飾
り
付
け

し
た
本
物
の
モ
ミ
の
木
、
キ
リ
ス
ト
が

生
ま
れ
た
馬
小
屋
に
聖
人
３
人
が
祝
福

に
訪
れ
る
と
い
う
お
話
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、

モ
ミ
の
木
の
下
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ス

イ
ス
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
親
や
親
戚
、
い
わ
ゆ

る
実
在
す
る
人
か
ら
で
あ
っ
て
、
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

ス
イ
ス
に
は
サ
ン
タ
は
来
な
い
の
？

い
え
い
え
、
来
ま
す
よ
。
ス
イ
ス
の
サ

ン
タ
は
、
毎
年
12
月
６
日
に
深
い
森
の

中
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
会
う
た
め
に
や

っ
て
き
ま
す
。
６
日
は
サ
ン
タ
の
歓
迎

パ
レ
ー
ド
が
各
地
で
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
手
作
り
の
灯
ろ
う
を
と
も
し
、

魔
よ
け
の
む
ち
を
打
ち
鳴
ら
し
、
幸
福

を
呼
ぶ
カ
ウ
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
サ
ン
タ

を
先
頭
に
行
進
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
数

日
間
、
サ
ン
タ
は
、
汚
れ
ん
坊
︵
真
っ

黒
で
こ
わ
い
ナ
マ
ハ
ゲ
も
ど
き
︶
と
天

使
と
共
に
一
軒
一
軒
、
子
ど
も
の
い
る

家
に
、
木
の
実
と
み
か
ん
と
お
菓
子
の

入
っ
た
麻
袋
を
背
負
っ
て
訪
れ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
は
こ
れ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
親
が
事
前
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ン
タ
に
手

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紙
を
出
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子
ど
も
に
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
て
の
い
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ん
な
情
報
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
知
ら
せ
て
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ん
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
れ
を
知
ら

な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ン
タ
が
家
に

来
た
こ
と
を
喜
ん
だ
上
に
、
自
分
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
大

仰
天
。
日
ご
ろ
か
ら
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
子
も
、
し
ば
ら
く
は
サ
ン
タ
の
言

い
付
け
を
守
っ
て
良
い
子
で
す
。
だ
け

ど
、
長
く
続
か
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
こ
れ
ば
か
り
は
世
界
共
通
で

す
ね
。
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日田市長 佐 藤 陽 一

コラム 35師走の
陽ざし

～
心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～

 
障
が
い
の
あ
る
人
を
特
別
視
す
る
の
で

は
な
く
、
一
般
社
会
の
中
で
当
た
り
前
の

生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整
え
る
べ

き
で
あ
り
、
共
に
生
き
る
社
会
こ
そ
ノ
ー

マ
ル
な
社
会
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。

  

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
広
く
普

及
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
念
で

す
が
、
そ
れ
を
妨
げ
る
も
の
に
次
の
４
つ

の
バ
リ
ア
︵
障
壁
︶
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

 

①
物
理
的
バ
リ
ア
 
歩
道
の
段
差
、
乗
降

口
や
出
入
口
の
段
差
な
ど

②
制
度
的
バ
リ
ア
 
資
格
や
免
許
を
取
得

す
る
際
の
障
が
い
を
理
由
と
す
る
欠
格

条
項
な
ど

③
文
化
・
情
報
面
の
バ
リ
ア
 
音
声
案
内
、

点
字
、
手
話
通
訳
、
文
字
放
送
な
ど
の

欠
如
や
不
足
な
ど

④
意
識
上
の
バ
リ
ア
︵
心
の
バ
リ
ア
︶

 
 
私
た
ち
の
意
識
の
中
に
あ
る
障
が
い
の

あ
る
人
に
対
す
る
無
理
解
、
無
関
心
に

よ
る
偏
見
や
差
別
な
ど

  

 
物
理
的
、
制
度
的
、
文
化
・
情
報
面
の

バ
リ
ア
に
対
し
て
は
、
様
々
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

重
要
な
の
は
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
す
。

   

例
え
ば
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
ス
ポ

ー
ツ
・
芸
術
な
ど
で
活
躍
す
る
姿
を
見
て
、

﹁
障
が
い
が
あ
る
の
に
す
ご
い
な
あ
﹂
と

感
心
し
た
り
、
日
常
生
活
の
中
で
障
が
い

の
あ
る
人
を
見
掛
け
た
と
き
、
﹁
か
わ
い

そ
う
﹂
﹁
障
が
い
が
あ
る
の
に
頑
張
っ
て

い
る
な
あ
﹂
と
思
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

 

 
相
手
の
努
力
を
認
め
、
い
た
わ
る
気
持

ち
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
感
情
の
裏
に
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
を
特
別
視
す
る
意
識
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ

う
な
意
識
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立

や
社
会
参
加
の
大
き
な
バ
リ
ア
と
な
っ
て

い
ま
す
。

  

障
が
い
の
あ
る
人
は
、
特
別
な
存
在
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
か
わ
い
そ

う
な
存
在
で
も
な
け
れ
ば
、
頑
張
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
を
そ
の
人
の
個
性
と
し
て
と
ら
え
、

特
別
視
せ
ず
に
、
お
互
い
を
尊
重
し
自
然

な
付
き
合
い
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

 

 
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向

け
て
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
ま
し
ょ
う

釈迦岳から雲仙普賢岳を望む

   日田盆地を取り巻く山々が気

になり、五条殿に登り、後日、

一尺八寸山、月出山岳にも行き

ました。頂上付近まで車で行け

るので登ったというより行った

という言葉がふさわしいわけで

すが、一尺八寸山の頂上は、木々に囲まれ何も見え

ず、月出山岳は、盆地の東部は望めますが、残念な

がらここも木々の間から少し見えるという状況でし

た。昔は放牧や草切りで山を使っていたから、眺め

も良かったとのことです。盆地の底から見れば形の

良い山容ですが、時代の流れを感じました。

  夜明の三日月山から見た筑後川や平野の眺めも素

晴らしいものがありますが、市内で、ここは絶対の

眺望というところは、釈迦岳ではないかと思います。

頂上近くに国土交通省の観測塔があり、そこからの

眺めは360度、北には英彦山、八面山、見下ろせば

五条殿、その先には日田盆地、東に久住山の全容、

テーブル型の万年山の奥に由布岳、南は遠くに祖母

山、傾山、近くに酒呑童子山、その向こうに雄大な

阿蘇の五岳、西は、筑後平野とかなたには佐賀平野、

更に雲仙普賢岳が望めます。話では、望遠鏡で見る

と福岡ドームが見えるそうです。ただ、釈迦岳から

このような眺望が楽しめるのは天気次第です。

  先日、前津江振興局で仕事をしているとき、今日

は、という日があり行きました。地平線に雲がかか

り、有明海などの海は見えなかったのですが、北部

九州一円が一

目です。普賢

岳 も 見 え ま

す。感嘆の声

と共に、爽快

な気分になり

ました。

雲間から見える山が雲仙普賢岳（写真奥）

ごじゅうどん

み お う  やま  か ん と う だけ

はちめんざん

そ ぼ

さん しゅてんどう じ さん

は ね やま

かたむきやま
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【問い合わせ】広報室 ☎２２－８６２７（市役所６階）

広
報

【問い合わせ】文化振興課事業推進係 ☎２５－５０００（パトリア日田内）

「広報ひた」は、資源保護のため古紙再生紙と「大豆油インク」を使用しています。
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田
盆
地
を
と
り
ま
く
山
の
中
に
は
、
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
た
く
さ
ん
の

け
も
の
が
住
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
盆
地
の
東
の
方
の
有
田
と
い

う
村
に
は
、
よ
そ
の
む
ら
よ
り
た
く
さ
ん
の
け
も
の
が
住
ん
で
い
て
、
野
山

を
か
け
め
ぐ
り
近
く
の
山
か
ら
出
て
き
た
イ
ノ
シ
シ
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
を
荒

ら
し
ま
わ
る
の
で
、
村
人
た
ち
は
す
っ
か
り
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

 
そ
こ
で
あ
る
日
、
殿
さ
ま
は
シ
シ
狩
り
を
す
る
こ
と
に
し
、
家
来
た
ち
を

大
人
数
引
き
つ
れ
、
け
も
の
た
ち
の
住
ん
で
い
る
山
を
い
く
重
に
も
取
り
巻

き
、
ホ
ラ
貝
を
吹
く
や
ら
、
鐘
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
や
ら
、
と
き
の
声
を

上
げ
る
や
ら
、
そ
れ
は
も
う
、
静
か
な
山
は
時
な
ら
ぬ
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

 

 
や
が
て
、
シ
シ
狩
り
の
騒
ぎ
も
お
さ
ま
り
、
し
と
め
た
獲
物
は
、
ウ
サ
ギ

や
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
山
ど
り
と
、
そ
れ
は
見
事
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
人
目
を
ひ
く
大
イ
ノ
シ
シ
３
頭
を
、
本
陣
に
あ
て
ら

れ
た
庄
屋
さ
ま
の
庭
先
に
よ
こ
た
え
、
酒
を
く
み
か
わ
し
な
が
ら
の
皆
の
手

柄
話
は
、
今
日
１
番
の
大
物
だ
っ
た
３
頭
の
イ
ノ
シ
シ
の
こ
と
に
な
っ
た
。

 

 
殿
さ
ま
の
言
い
つ
け
で
、
３
頭
の
イ
ノ
シ
シ
の
シ
ッ
ポ
を
切
り
取
り
、
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
計
っ
て
み
る
と
、
長
さ
が
﹁
一
尺
八
寸
︵
約
68
セ
ン
チ
︶
﹂

も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
村
の
人
た
ち
は
、
３
頭
の
大
イ
ノ
シ

シ
の
い
た
山
の
こ
と
を
﹁
一
尺
八
寸
山
﹂
と
か
い
て
﹁
三

尾

山
﹂
つ
ま
り

﹁
み
お
や
ま
﹂
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
︵﹁
豊
後
日
田
の
昔
ば
な
し
﹂
よ
り
︶

 
 
※
一
尺
八
寸
山
の
名
前
の
正
式
な
呼
び
方
は
﹁
み
お
う
や
ま
﹂
で
す
。
ま
た
、
由
来
は
、

 
 
 
こ
の
ほ
か
に
も
諸
説
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日 一
尺
八
寸
山

小
学
校
高
学
年
の
部

小
学
校
低
学
年
の
部

中
学
校
の
部

小
学
校
中
学
年
の
部

高
等
学
校
の
部

第64回日田市文教祭「文芸の集い」俳句大会

       小学生・中学生・高校生の部

※最優秀賞のみ掲載

み
 
お
 
う
 
や
ま

み
っ
つ
の
お
の
や
ま

青空がうんどう会を見ているよ

日隈小学校２年 千原徳太

【句評】高い澄み切った秋の青空が私たち

みんなの運動会をしっかりと見ています。

さあ、みんなで一生懸命に頑張ろう…という気持ちが

とてもよく伝わってきます。

赤とんぼみな母探すごとくゆく

三隈中学校２年 江田彩乃

【句評】赤とんぼの叙情と母恋しい思いが

17文字に詠まれ見事だと思いました。と

んぼの群れに寄せる作者の優しい眼差しが見えるようで、

大変共感しました。

きりの中ゆっくり歩く登校班

若宮小学校５年 末延 歩
【句評】登校時間、遊んだりふざけたりし
ている下級生を、なだめたり注意したり
して急がせている上級生。上級生として

の自覚や優しさ、情景が目に浮かんできます。すっき
りとした分かりやすい良い句だと思います。

栗をむく祖母の隣で昼寝かな

昭和学園高校３年 吉武彩乃
【句評】三世代同居の仲の良い家族、ふだ
ん着で栗をむくおばあちゃん、学校から
帰って安心して寝入る作者には、毛布が

さりげなく掛けられているのでしょう。そんな生活ぶ
りがよく表現されています。かなの使い方が効果的です。

虫捕りにペダルこぐ足力入る

高瀬小学校４年  瀬 宙
【句評】虫捕りに自転車を一生懸命にこい
でいる様子が、絵のようによく分かり、｢虫
を絶対見つけるぞ」と思う心まで見えて

くる句です。きっとクワガタやカブト虫があなたを待
って、かくれんぼしていることでしょう。

あつひろ

そら あや の

あや の

あゆみ


